
（対象事業：地域連携強化事業・地域文化資源整備活用事業・ミュージアム支援地域人材育成事業
・国際交流拠点形成事業）

事業名： 東アジア地域の学術文化交流促進事業及び

国際交流展関連講演会

事業者名：宮崎県立西都原考古博物館

住所：宮崎県西都市大字三宅字西都原西5670番地

ＴＥＬ：0983-41-0041

ＦＡＸ：0983-41-0051

ＨＰアドレス：http://saito-muse.pref.miyazaki.jp

連携事業者名：韓国国立中央博物館・韓国国立中原文化財

研究所・台湾史前文化博物館

会 場：宮崎県立西都原考古博物館ほか

事業期間：平成２２年７月８日 ～ 平成２３年３月１５日

１．館の使命と本事業の関係

本館では、平成16 年 4 月の開館以来、「古代における東アジア地域の文化交流」を重
要なテーマと位置付けて調査研究を行っており、その調査・研究の成果を「日韓交流展」
及び「国際交流展」での展示などにおいて公開してきた実績がある。この取組は、開館以
来6年を経て、学術文化の側面での交流事業として定着しつつある。
今回の事業もこうした活動の一環であり、館活動の一層の充実に資するものと考える。

２．企画内容

①事業目的
本館では、平成16年の開館以来、毎年「日韓交流展」を開催し、日韓の文化交流に関す

る展示や関連講演会を実施してきた。平成21年度からは、台湾や中国大陸に対象領域を広
げて、学術研究と普及活動に重点を置いた事業を展開し、日本・韓国・台湾の考古資料に
よる「国際交流展」を開催してきた。本年度も、昨年度からの事業を継続し、深化させる
ために、さらに展示会や共同研究を通じた人的交流を促進し、それぞれの国・地域との相
互理解の促進に資するものとする。

②事業概要
本年度は、稲作文化成立以前の南九州における初期農耕文化の成立と展開について、

国内のみならず、大陸・半島ルートと南方ルートの影響という広く東アジアの視点から
考えるため、韓国と台湾の博物館や研究機関から資料を借り受け、「国際交流展 東アジ
アの石器」と題する展示を実施する。また、展示だけでなく、東アジアの研究者を招聘
しての講演会を実施することにより、南九州を含んだ東アジア地域の初期農耕文化の成
立について、稲作文化成立以前について、見学者の関心や理解を深めるとともに広く情
報発信を行う。
また共同調査・研究の一環として、韓国国立中原文化財研究所との間で相互に研究者

を派遣する。さらに、それぞれの地域の古墳にまつわる文化について相互理解が深めら
れるよう、互いの地域についての研究を促進する。韓国国立中央博物館考古部とは、農
耕文化成立段階の様相について、相互に資料調査を行う。

宮崎県立西都原考古博物館



３．事業実績

（１）事業の主な内容及び日程

①国際交流展「東アジアの石器」開催

今年度は、稲作文化成立以前の南九州の初期農耕文化の成立と展開について、国内のみ

ならず、大陸・半島ルートと南方ルートの影

響という広く東アジアの視点から考えるた

め、韓国と台湾の博物館や研究機関から資料

（韓国78点・台湾124点）を借り受け、「国

際交流展 東アジアの石器」（会期：平成22

年 10 月 9 日～12 月 12 日）と題する展示会

を実施した。期間中、約 20,000 人超が入場

し、観覧者は、韓国・台湾・日本の石器資料

を比較しながら当時の農耕文化に思いをは

せていた。

②国際交流展関連講演会実施

本展に関連して、台湾大学の陳有貝副教授が「台湾新石器時代の農業関連問題」と題し

て、平成 22 年 10 月 9 日に講演会を実施した。講演は、農耕文化の受容と展開がどのよう

に台湾の文化に影響を及ぼしたのかについて、日本語を用いてわかりやすく説明いただく

ものであった。

③韓国国立中原文化財研究所との共同調査

a．宮崎県立西都原考古博物館での共同調査

日時：平成22年12月 6日(日)～12日(日)

韓国国立中原文化財研究所から学芸研究

士の魚昌善氏が来県し、西都原202号墳や生

目 22 号墳など宮崎県内の前方後円墳の発掘

調査現場を視察し、古墳の調査方法について

各調査担当者などと意見を交わした。また、

同学芸研究士は、当館で共同調査における中

間成果報告として「中原地域古墳の展開様

相」と題し、講演を行った。

ｂ．韓国国立中原文化財研究所での共同調査

日時：平成23年 2月 21日(月)～26日(土)

場所：韓国国立中原文化財研究所（韓国忠清北道忠州市）など

平成23年 2月に、当館学芸普及担当の甲斐貴充が、韓国国立中原文化財研究所に赴き、

朝鮮半島の三国時代古墳出土の鉄製品についての資料調査を同研究所員と共同で行う。ま

た、甲斐が韓国国立中原文化財研究所で共同調査における中間成果報告として「南九州と

韓半島の関連」と題し、古墳時代における南九州の古墳の特徴及び南九州における朝鮮半

島関連考古資料についての講演を行った。

④韓国国立中央博物館考古部との共同調査

日時：平成22年 11月 22日(月)～27日(土)

国際交流展「東アジアの石器」展示時解説風景

共同調査における中間成果報告会



場所：韓国 国立中央博物館・国立済州博物館・国立光州博物館など

平成21年度から、農耕成立段階の韓半島と南九州の様相についての資料調査を共同で実

施している。今年度は、本館学芸普及担当の藤木聡が、国立中央博物館考古部の職員と共

に、朝鮮半島南西部の湖南地方と済州島の考古資料の資料調査を行った。調査対象は、日

本の縄文時代後期から弥生時代前期頃にあたる土器と石器である。

（２）参加者の数

国際交流展観覧者数 延べ ２０，５６４人

（３）事業により作成した印刷物等

国際交流展の展示図録700部，ポスター700部，

ちらし2,000部を作成し，関係機関に配布した。

また，本年度の当事業の概要を記した報告書を200部

を作成し，関係機関に配布した。

（４）実施事業に関する新聞記事等

○新聞記事

・宮崎日日新聞［宮崎］ 平成22年10月10日朝刊

・台東縣政新聞［台湾］ 2010年 7月 10日など

○テレビ，関連誌等

【テレビ】

・なし

【関連誌】

・文化庁 『文化庁月報』3月号（通巻510）

「台湾・韓国の考古資料を用いた国際交流展」

国際交流展のポスター

宮崎日日新聞（H22.10.10）
台東縣政新聞（2010.7.10）



４．事業の成果及び今後の課題

国際交流展は，当該期における韓国・台湾と南九州の石器資料の比較を中心に構成した

ものであり，これまで韓国・台湾両地域に特有なこの時期の石器資料を同時に見られる機

会は少なかった。来館者の多くは，南九州と両地域とは海を隔てているため遠い世界であ

るという印象を持っていたものと思われるが，海を通路として考えると両地域は近接してお

り，両地域が南九州と共通する石器を有する事実を知るなど，新たな視点を与えられたので

はないかと考えられる。

また，台湾側にとっても，台湾の博物館から先史時代の考古資料が本格的に海外に貸し

出される例はほとんど無く，台湾内での反響も大きく，資料調査や借用時に台湾のテレビ

局や新聞社が取材に来るという珍しい光景もうかがえた。台湾では，先史時代の考古資料

よりも有史以降の美術工芸品が人々の注目を浴びる傾向があり，そうした状況下で，今回

の展示は，台湾の博物館にとっても，台湾先史時代の考古資料の存在とその意義を広く発

信できる好機となったと考えられる。

国際交流展関連講演会については，台湾の考古学研究者が宮崎で講演する機会は初めて

であった。講演者の陳有貝氏は，台湾の農耕文化成立段階の様相を石器資料中心に，わか

りやすく説明していただいた。聴講者は，講演を聴くことによって，台湾と南九州の文化

を容易に比較検討でき，展示がよりわかりやすく，より深く理解できる好機となったよう

である。

韓国の国立中央博物館や国立中原文化財研究所との共同調査については，両機関の研究者

が共同で調査を行ったことで，南九州と韓国の考古資料における相違点と共通点について確

認できる機会となり，当館のみならずそれぞれの研究機関においても新しい研究視点を与え

ることができたと思われる。また，今後，両研究機関において当館と共同で研究報告書など

を刊行する計画もあり，南九州と韓国間の考古学研究が進む方向性が見えつつある。

今後の課題としては，展示会において期間中 20,000 人超の観覧者が訪れたが，県外から

の観光客などが占める割合が比較的高い。宮崎県内のテレビ・ラジオなどの報道などに取り

上げられる機会は少なく，こうした国際交流の取り組みがまだ地域住民にとって認識されて

いない部分が多い。今後は，十分な広報活動などを通して，地域により密着した展示会や講

演会を目指していく必要があると考えられる。


